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（1）魅力的な｢安曇野｣を擁する松本圏域

長野県の｢障害福祉自立支援協議会｣は圏域毎に設置されており、10の圏域ごとに配置された｢障害者総合支援

センター｣が相談支援の中核となりながら、平成18年度より競うように、｢自立支援協議会｣を立ち上げてきまし

た。

長野県では、｢自立支援協議会｣の前身となる｢障害福祉圏域調整会議｣が、長野県の主導で、平成10年度から

圏域毎に立ち上がっており、そのモデルとなる、圏域内の関係市町村の集まりは、平成８年ごろより、｢北信圏

域｣｢上小圏域｣でスタートしていました。

また、支援費制度スタートの頃には、現在の｢自立支援協議会｣の、まさに、モデルといえる｢長野市障害福祉

ネット｣が長野圏域でスタートしていました。

こうした形で、長野県においては、地域の福祉に関わる関係機関が定期的に集まって、協議を進めていくと

いう、ある種の｢文化｣が既に醸成されていました。

そうした意味では、｢松本圏域｣は後発の圏域になります。

しかし、障害者自立支援法がスタートし、平成18年度に、各圏域が先を急ぐように｢自立支援協議会｣を立ち

上げる過程においては、松本圏域の動きは秀逸であり、まさに、満を持しての協議会設置となっています。

（2）松本圏域の売りと特色

～熱いハートの相談支援センターとエンジンとなる事務局体制

平成15年度より、長野県障害者自立支援課の専門員を５年間兼務させて頂き、県内を動いてきた筆者からみ

て、平成15年、｢コロニー西駒郷｣の｢地域生活移行｣の取り組みを長野県の全県でスタートした当時、松本圏域

での反応は、格段俊敏なものとはいえませんでした。

グループホームの設置や相談支援体制、ホームヘルプサービスやレスパイトケアなどの在宅支援サービス等

の資源面でも、十分とは言えず、むしろ、｢松本圏域に、更に、入所型の施設を県の主導で設置してほしい｣と

「現役引退後の第二のステージは、
松本平で」
都会のＩターン検索アクセスで、トッ
プをうかがったこともある、松本市を
中核とした、安曇野。
北アルプスを望みながら、数多くの

美術館が点在し、中央にはミシュラン
三ツ星の｢松本城｣が鎮座する。
松本圏域は、平成の合併で、３市１

町５村となり、圏域人口としては、長
野県で二番目に大きな、約44万人口
を抱える圏域です。

長野県 
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お話し 児玉　典子（松本圏域障害者相談支援体制整備推進アドバイザー：NPO法人 ハートラインまつもと　事務局長）
高羽　　優（波田町住民福祉課　主任：松本圏域相談支援体制検討プロジェクト　リーダー）
升田　一博（筑北村保健福祉課　主任：松本圏域相談支援体制検討プロジェクト　メンバー）
山田　基幸（長野県社会部障害者自立支援課自立支援係　主査）

聞き手 福岡　　寿（本事業委員長）
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長野県松本圏域

構成市町村 人口　

松本市 228,389
塩尻市 68,454
安曇野市 99,734

東筑摩郡波田町 15,191
東筑摩郡麻績村 3,160
東筑摩郡生坂村 2,103
東筑摩郡山形村 8,646
東筑摩郡朝日村 4,941
東筑摩郡筑北村 5,647
合　計 436,265
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いう要望が強く寄せられていた状況でした。

松本圏域の動きが活発化したのは、やはり、平成16年秋に全県に配置された、県主導の、｢障害者総合支援セ

ンター｣のもと、コーディネーター、相談支援専門員の動きが顕在化して以降と言えます。

｢松本圏域障害者総合支援センター｣のコーディネーターたちが、他圏域のコーディネーターと呼応し、地域

における相談支援の妙味に気づき、会得して行ったプロセスが、平成18年度｢松本障害保健福祉圏域自立支援協

議会｣立上げの下地となっています。

①「総合支援センター」の圏域内の行脚

「障害者自立支援協議会」の実施主体は、市町村です。

しかし、様々な｢協議会｣が林立する中、行政主導で、｢障害福祉｣に関わる｢協議会｣を積極的に推し進めてい

こうという自治体は稀です。

待っていても、｢自立支援協議会｣は姿を現しません。

とりわけ、長野県では、前身となる、県主導の「障害福祉圏域調整会議」との兼ね合いから、｢自立支援協議

会｣の立上げをどこが主導するのか、県なのか、市町村なのか、こうした、様子見の風景もありました。

そうした中で、松本圏域では、｢障害者総合支援センター｣の相談支援専門員が、立上げに向け、圏域内の関

係機関・市町村をくまなく回り、その必要性や、協議会のイメージを共有化したり、アンケート調査などを進

めた経過があります。

こうした意味では、｢障害者総合支援センター｣の相談支援専門員の足を使っての動きが、いち早い、｢自立支

援協議会｣スタートにつながったといえます。

そうした背景もあり、当初の部会活動は、圏域の課題を熟知している相談支援専門員が部会長となって、会

議をリードしていく形となりました。

②専任体制で、事務局を配置できた

参考資料の｢平成20年度松本障害保健福祉圏域自立支援協議会の運営について｣を一覧すると、おびただしい

数の部会・会議が開催されています。

｢自立支援協議会｣｢幹事会｣｢専門部会・プロジェクト｣｢研修｣｢センター連絡会議｣の会議開催の延べ回数は、

年間70回を越えています。

会議に向けての調整・資料作成・議事録の作成等々を含めると、ほぼ、毎日、自立支援協議会運営のための

業務が行われていることが推測されます。

こうした動きを日常にしていくためには、事務局機能の充実が必須です。

松本圏域９市町村が、自立支援協議会立上げの際に、予算を持ち寄り、専任の事務局職員を確保したことが、

その後の活動のエンジンとなっています。

当初、事務局を市町村持ち寄りで行うか、中核となる松本市に任せるか、様々な議論の中で、｢事務局に予算

をかけるべき｣という結論から、圏域の中核となる法人に事務局運営を委託したことにより、一貫した、継続的

協議会運営が可能となりました。

専門部会が様々な取り組みを展開する中で、

・ 「精神の就労定着のための本人活動チームの発足」（就労部会）

・ 「療育システムの構築と療育センター構想」

・ 「官公庁における障害者の就労についての検討｣

・ 「ケアマネジメント普及事業の提起・実践｣

・ 「精神居宅介護事業所連絡会の定例化｣

等々、様々な検討や提案が具体化していくためには、会議で議論された内容をその場で終わらせることなく、

次の展開につなげていく取り組みが必要です。



松本圏域は、そのために、事務局が戦略的に稼動した圏域であるといえます。

③｢気軽に普段使いのアドバイザー｣としての、児玉アドバイザーの存在

松本圏域の児玉アドバイザーは、あたかも、フルマラソンを全速力で走り続けようとするランナーの伴走者

のように、取り組みが前のめりになりかけている時、息が上がりそうな時、取り組みが一点凝視になりかけて、

煮詰まりそうな時等、勘所を押さえながら、適切な助言をしたり、水を差し入れたり、次の走る方向を指し示

したりという、まさに、アドバイザーとしての調整機能を発揮されています。

資料の｢障害者相談支援体制整備推進アドバイザー活動報告書｣（８月分）によると、この月は、課長との打

ち合わせから、部会会議、プロジェクトチーム会議、様々な連絡会など、実日数で14日のアドバイザーの勤務

をしています。

｢気軽に普段使いのアドバイザーとして、お使い下さい｣という、当初の宣言どおり、様々な場に声がかかり、

定例の会議のみならず、相談センターの事例検討会や、虐待などの困難事例についての個別支援会議などにも

参加しています。

児玉アドバイザーからのヒアリングでは、相談支援事業を市町村から受託している、｢受託法人委員会｣で、

委託費の値上げが主要課題として提案され、それに対して、市町村が相談業務の費用対効果を見たいと提案し、

両者が対峙する場面が一定期間続いた時が、両者の立場を調整したり、こうした議論をより良い方向に向けて

いくために、もっともエネルギーを費やしたということです。

児玉アドバイザーは、長く、長野県職員として、様々な福祉畑を経験し、数多くのケースワーク業務をこな

してきたという経歴を持っています。県職員退職後は、精神障害者の生活支援としてNPO法人｢ハートライン

まつもと｣の事務局長として活躍しています。

｢忙しい時には、『ハートラインまつもと』の業務そっちのけで、アドバイザー業務に専念する月もあった｣と

話されていました。

当事者・行政・事業所間にあって、それぞれの立場や考え、流儀を熟知して相互の調整をし、次の展開を提

案できるという点では、アドバイザーとしての資質を議論する時には一つのモデルとなるのではないかと思い

ます。

④市町村との協働の深まりと施策への反映の動き

当初、｢障害者総合支援センター｣の相談支援専門員が部会のリーダーになる形で、議論を引っ張っていった

経過から、現在は、市町村が協議会の議論や提言を生かして、提案を施策化したり、庁内連携を図る動きが顕

著になってきています。

レスパイト部会の協議が生かされて、｢障害児放課後支援｣が事業としてスタートしたり、｢移動支援事業｣の

単価の見直しを、市町村で統一的に行うように議論されるなどしています。

また、松本圏域のある市の担当者の方は、｢合併事務と時期が重なる中で、戸惑うことばかりだったが、自立

支援協議会を通じて、様々な実情や関係機関との連携が見えてくる中で、当初、お客さん的であったが、ます

ます、協議会の重要性がわかってきた、これは、まさに、お見合いからデートへのプロセスに似ている｣と話さ

れていました。

また、部会では、先進地視察も取り組み、市町村のバスをチャーターして、神奈川の海老名市や飯田市に療

育システムの視察にバスツアーで出かけたり、レスパイト部会では、長野市の取り組みの視察に出向いたり、

その際のお礼に、事業所のクッキーなどを持参していくなど、相互の連携や認識がより深まる取り組みをして

いるということでした。

松本圏域でのヒアリングから、単に、協議会の場で議論することに留まらず、関係機関同士が、活動をとも

にする中で、育ち、強化されていく連携も多いことを教えてもらいました。
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（参考資料）

平成20年度松本障害保健福祉圏域自立支援協議会の運営について

月 自立支援協議会 　幹事会（全体） 専門部会・プロジェクト 
機能強化事業 
受託法人 

センター 
連絡会議 

4/24　13:30～ 
（燦メンタルクラブ） 
合庁205会議室 

4/16・22 
相談支援従事 
者初任者研修 

5/13　受託法人委員会兼 
　　　市町村懇談会 

6/25 協議会　13:30～ 
役員の退任について 
協議会設置要綱の一部変更について 
副会長の選出について 
評価委員選出について 
受託法人委員会提言書について 
幹事会報告・19年度センター巡回評価報告 
事務局監査報告　　その他 

8/ 5　受託法人委員会 

9/ 2　受託法人委員会 

10/29　第６回協議会　　13:30～ 
平成21年度の相談支援体制について 
塩尻市への支援センターの設置について 
受託法人委員会の解散について 
平成21年度の代表法人選出方法について 
幹事会報告・前期センター巡回評価報告 
事務局監査報告　　その他 

6/19 地域移行部会 
 アンケート分析チーム 

6/26　13:30～ 
（Wish） 
合庁205会議室 

5/29　第７回 13:30～ 
西駒郷の地域生活移行の現状について 
幹事会組織の役員の交替について 
相談支援事業のあり方について 
部会報告・相談支援センター報告　その他 

7/30　第８回 13:30～ 
相談支援体制検討プロジェクト報告 
移動支援に関する検討事項について 
市町村障害福祉計画・障害者計画について 
精神障害者地域支援部会への付託内容について 
（精神障害者退院支援部会報告） 
部会報告　　相談支援センター報告　その他 

7/ 3 相談支援体制検討プロジェクト 
7/ 4 レスパイト部会 
7/14 療育部会アンケート班 
7/16 レスパイト部会医ケア支援Ｔ 
7/16 地域移行部会アンケート分析Ｔ 
7/18 精神障害者退院支援部会 
7/23 就労部会 
7/24  地域移行部会 
7/30 市町村部会 

5/ 9 相談支援体制検討プロジェクト 
5/15 療育部会 
5/21 療育部会アンケート班 
5/29 市町村部会 
5/31 就労部会　定着支援Ｔ 

8/ 6 精神障害者地域支援部会 
8/ 8 療育部会アンケート班 
8/12 就労部会定着支援Ｔ 
8/12 療育部会　提言班 
8/19 就労部会企業開拓Ｔ 
8/21 療育部会 
8/25 レスパイト部会自立サポート支援Ｔ 
8/27 相談支援体制検討プロジェクト 
8/27 就労部会職業準備チーム 
8/28  地域移行部会　アンケート分析 Ｔ 

9/11 就労部会　定着支援Ｔ 
9/12 相談支援体制検討プロジェクト 
9/17 地域移行部会 
9/17 療育部会　提言班 
9/18 精神障害者地域支援部会 
　　 ケアマネジメントＴ 
9/19 レスパイト部会医ケア支援Ｔ 
9/26 レスパイト部会 
9/30 市町村部会 

10/ 2 就労部会 
10/30 精神障害者地域支援部会 
 憩いの家Ｔ 

11/ 6 療育部会 
11/11 相談支援体制検討プロジェクト 
11/18 レスパイト部会　自立サポート支援Ｔ 
11/19 精神障害者地域支援部会援護寮Ｔ 
11/27 就労部会　職業準備Ｔ 

2/ 2 就労部会企業開拓Ｔ 
2/ 4 就労部会職業準備Ｔ 
2/ 5 療育部会 
2/ 6 精神障害者地域支援部会　憩いの家Ｔ 
2/17 相談支援体制検討プロジェクト 
2/23  就労部会 
2/27 地域移行部会 

3/ 4 精神障害者地域支援部会 
3/ 6 レスパイト部会 
3/18 相談支援体制検討プロジェクト（予定） 

2/16　10:00～ 
（燦メンタルクラブ） 
合庁203会議室 

12/ 3 精神障害者地域支援部会 
12/16 就労部会 
12/25 レスパイト部会 

1/13 就労部会定着支援Ｔ 
1/15 相談支援体制検討プロジェクト 
1/20 精神障害者退院支援部会 
1/21 精神障害者地域支援部会援護寮Ｔ 
 

10/22　10:00～ 
（あるぷ） 
あるぷ 

12/15　10:00～ 
（あいあい） 
合庁202会議室 

8/20　13:30～ 
（ぴあねっと） 
合庁502会議室 

10/16　第９回幹事会　13:30～ 
・療育システムの構築と療育センターの
設置について 

　（療育部会） 
・定着支援における本人活動について 
　（就労部会） 
・精神障害者地域生活支援のためのケア
マネジメントの普及について 

　（精神障害者地域支援部会） 
・次年度からの相談支援体制について 
①圏域委託の変更について 
②塩尻市への相談支援センター設置につ
いて 

・部会報告　相談支援センター報告　その他 

1/29　第10回幹事会 
・「地域療育システムを構築するための
要望書」について（療育部会） 

・「市町村障害福祉計画」について 
・幹事会組織のあり方について 
　①幹事会の運営方法について 
　②平成21年度からの幹事会構成員について 
　③平成21年度自立支援協議会のスケジ
ュールについて 

・部会報告・相談支援センター報告　その他 

2/10　第７回協議会 
会長・副会長・監事選出 
次年度の協議会構成員について 
次年度の協議会運営予定について 
地域療育システムを構築するための県へ
の要望書について 
障害福祉計画　松本圏域ビジョンについて 
その他 
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